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	１　趣　旨
	２　事業の概要
	（３）日　程
	３　事業の内容
	（１） 事業の特色
	本事業は、体験活動推進員養成講座共通カリキュラムに準拠し、「青少年の現状と課題」「青少年の体験活動の意義と実際」「体験活動の安全管理」の３科目を受講することで体験活動推進員の登録申請が可能となる。
	（２） プログラムデザインと企画のポイント
	本事業では、参加対象を学校支援ボランティア、放課後子ども教室、放課後児童クラブ関係者、公民館職員等としているため、多くの人が業務の支障がなく参加しやすい午前中のみの研修会とし、内容を２回に分けた。①安全管理研修編の安全管理研修では、火を使った活動をテーマとし、講義だけでなく、本施設で提供しているアウトドアクッキングのバウムクーヘン作りの演習を通して行う。②講習編では、講義の後、情報交換会を設定し、参加者同士、日ごろ感じている課題を話し合ったり実践例を紹介し合うことで、共に地域の青少年等へ体験活動...
	４　成果と課題

